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熱帯の飼 料 作物

九州大学名誉教授

江原 薫氏

． 
はじめに

本日の命題は ，熱帯の飼料作物であるが，ここでは熱帯陀起源し，日本で生育するのを併せ

て述べるこ ととする。

飼料作物と言うと，濃厚飼料と粗飼料 と忙分けられる。普通，飼料作物という場合花は，粗

飼料を生産する作物をいうのが，昔からの約束であるが ，本日はこれ匠加えてGrainCrop 

の飼料作物についても若干述べることとする。

ただいま御紹介はあったが ，今迄何回も外国へは行ったけれども，主匠欧州 ・米国で ，どち

らかというと温帯地方を主として見て来ている。

私が熱帯の飼料作物 ，すなわち高温地帯花おける飼料作物の研究を始めたのは，今から約20

年前，九州大学匠在学中，九州農業試験場の畜産部の飼料作物の研究室室長も兼務のときであ

る。

そのとき．従来の寒地型の牧草では九州のような暖かいところでは夏枯が多くて困るという

ことで．夏枯匠強いものを入れようというので導入したのがDaI I i s grass, Bah I ag r ass 

で．それから Bermuda-grass,この他カーペットローズ ・グラスなど色々なものであった。

．
 

l．熱帯飼料作物の導入の歴史

今迄定着しておるのは ，DalI isgrass, Bahiagrass, Bermudagrass である。これ

が日本で暖地型の飼料作物を取り扱った最初かと 思う。

もともと暖地型を取り扱ったのは ，四国の農業試験場の故松岡さんで ，色々な暖地型のもの

を入れて試験した。

これは広範なコレクンョンで現在でもかなり残っておる。

最近は熱帯農業研究センターなども 出来て ，色々と関心が持たれているし ，多分これはもう

出来たかと思うが ，いま九州と北海道 農試の草地部忙飼料作物の導入センター ，導入研究室

が創設の予定で ，九州では暖地型（熱帯型）の飼料作物の導入研究をするはずである。

殷林省では ，熱帯から入れた飼料作物が日本でいか匠使えるか という研究をやっているけれ
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ども ，これからは熱帯で ，向うのものを使っ て研究 し， これを実際匠移すことであろう。

私達 ，九州大学 ，宮崎大学のグループが熱帯農研から文献匠よって，熱帯 ・東南アジア諸国

の飼料作物の種類（Species),分布あるいは栽培特性というものを調査したが非常匠バライ

テイ匠富んで，全部集めると八百数卜の属ならび陀 Speci es VCなる。出てくる頻度が高いも

のを集めても 60余種花なる。

熱帯の飼料作物の特徴というのは ，すぺての生物がそうであるよう侭 ，熱帯では， Popula-

ti on （個体数）は余り多くなくて ，Speciesの多いことである。

北の方は逆で， Speciesが少くなくて． PopuI at ionが多くなる。動物でも個体が多く

なる，北方では鮭だとか鱒だとか鱈だとか蟹、々というものが多いが種類は少くない。けれども

一つの種類が大量忙あるということである。 ） 
昆虫でもそうで，南の方へ行くと非常!'(Speciesが多くなるけれども個体は少くない。

植物も北へ行くほどSpeciesが少くなる。卦草の数でも北へ行くほど少くなく，南へ行く

ほど多くなる。そのかわり． 一つの Speciesの数というものは北の方が非常柘多くなる。こ

のことは飼料作物忙ついてもあてはまる。

2.熱帯における飼料作物と畜産概況

熱帯の飼料作物を話す前vc'熱帯の畜産 ，草食動物の畜産はどうなっているのかを述ぺたい。

主として役肉牛が多いのであり，これは多くは役ではなくても肉牛ではある。これは世界共通

である。例えば米国花行ってもテキサス等のよう匠南の方へ行くと肉牛が多い。ウィスコンツ

ン等の北の方へ行く忙従 って ，乳牛が多くなる。

日本も固様で鹿児島は肉牛が 一番多い，その次が宮崎だというよう匠南忙多い。北海道の方

は乳牛がほとんどである 。欧州でも同様であるが ，少し事情が異って，肉牛のあるのは ，英国

位で ，デュポン ，ヘレホード ，アパディーンアンガスだとかは英国である。

オランダ ，デンマーク ，スエ ーデン代行っても， 90何％は乳牛である。肉牛というのは ，

非常匠少く最近は兼用種という型で入れておるところもあるが南の方へ行くと，肉牛の数が非

常侭多い。マダカスカ）レ侭しても人口の 2倍位の牛がおり，タイ 代しても同様である。

このことは ，自然界侭おいては暖かい所は草の生産鼠が高い ，野草の生産屈が高い，また野

草地が多いということ から ，草食動物で最も 手のかからない肉牛を飼うという結果と思われる。

飼っている状態は畜舎など勿論なく ，放牧一点張りという状態である ところでは財産として

牛を飼っている というようなことで ，熱帯は肉牛が非常侭多いのである。野草の貯蔵など匠よ

． 

．
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る給飼もほとんどない。

． 

3 熱帯の飼料作物の研究状態

飼料作物の研究状態はどうかを凋ぺたものを後日印刷して出すが，台湾沢は ，昔から， F．ん

OKよる飼料作物の研究施設がある。

タイ匠も最近畜産の方の研究施設も出来たし印度匠も沢山ある。イソドネンア ，バキスタン

匠もあるか ，たいしたことはない。

またアフリカ化はケニアのKita I eというところ陀グラスランド ・リサーチ ・インスチチュ

ート （草地研究所）があり，ローデi/ア侭も草地研究所，太平洋フィジ一品忙も研究所がある

る。

一番大きく熱帯の飼料作物の研究をしているのは濠1t1である。米国でも特代南部の用，フロ

リダとか ，カリフォルニアの南とか，テキサスなどではかなり亜然帯型の餞料作物のコレクン

ョンをや？ている。

コレクンョンの一番多いのは米国であろ う。プラジルでもやっており数年前'(C.草地の困際学

会を開いたこともある。キューパーなんかもかなり研究しておる。

しかし ，東南アジア忙関しては ，今いったよう(IC'研究状態は非常に投弱である。研究した

飼料作物の種が 80 0以上もあったということは，目下模索中であることを示している。飼料

作物のどれが良いかということを選択している状態ではないのかと私達は考えている。

最近日本の暖地侭おいてもさら匠もう一度南方型のものを見直す傾向が強くなっている。

．
 

4.熱帯飼料作物

(1) 各国の名称

これは ，TropicalForage Cropsという ，あるいは ，TropicalGrasses and 

Legumesともいう。あるいはTropi Ca IをSubtropicalと匠分けている場合もある。

そう厳密花違うものではないけれど，非常侭共通したものが多くある。

それから一段さがったものかWarmSe as on Gras s es and Legumes.あるいは ，

Warm Weather Grasses and Legumes という 場合もあるが ，かつては Southern

ともいっていた。

Southern とは ，豪州やニュージーラン ドやアフリ カあたりでは寒地型花なり ，日本

とは逆な現家匠なっている。だからこれは暖地型とするべきである と思う。現在では ，南方
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型はほとんど使われていない。すなわちWarmSeason を使っている。これ匠対して ，寒地

型を Cool Season Grassesといっている。

今．日本で暖地型といっておるもののほとんどが熱帯原産で．日本で栽培しておるものは熱

帯でも充分通用するものである。

先程述ぺた， Bermudagrass,あるいは Bahiagrass VCしても ．DaI I i s gr a s sでもこ

れ等は熱帯へ持って行っても充分通用し使えるものである。 また，ロ ーズグラス， Rhodes-

grass もこの中侭入っている。

(2) 自然日境

温帯地方の飼科作物の栽培利用あるいは自然草地の利用ということが随分研究されてきたが ，

熱帯の飼料作物は，まだまだ研究の段堵である。実際柘は ，熱帯飼料作物の選択というところ

と思われる。

日本でも肉牛のため侭飼料作物を栽培するというのは，蚊近花なってようやく実現された現

状であって，熱帯の方では，飼料作物の栽培は今後の問超だと思われる。

げ） 温度屎境

自然環境の中で ，ま ず温度をみると ，熱帯は低緯度で高温であることがすぐ考えられるが，

熱帯でも高地では混岱のよ うな状態を示しているところもあり ，例えばアフリカのケニア，

マダカスカルの 1,000m以上のとこるでは ，夏でも東京よりも涼しく冬は東京よりも暖か

い。

しかし低地へ行くと，こヽは年中呂い。こヽではTropicalの飼料作物は水 さえあれば，

なんても栽培される。 日長の関係を無視すると，温度面では何んでも栽培される訳である。

ところが高冷地では，夏化なると温度がかなり高くなるのてTropical のものは水さえ

あれば栽培てきるが，冬匠なると温度が低くなり Tropical のものは仲々栽培できなくな

るのでCootSeasonのものを栽培する。

マダカスカルの首都タナ）ーリヴは慄高約1. 000m あり，冬は燕麦 ， コモン • ベッチ ，白

クロ ーパーのような CoっISeason のものが熱幣でありなから，栽培されている（青刈り

大豆も）。

このよう 忙温度は ピソからキリま であり ，高地では水さえあれば熱常のものと ，CooI 

Season のものを組み合わせて栽培できる。低地では水さえちれば年間を通じてTropICal

のもの を栽培される。

H) 降水はとの関係
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温度の次が降水量で，雨季と乾季とがあり，雨季花なると低地で作物の栽培は温度的匠

は可能だが，氾濫のため匠栽培不可能である。乾季忙なって水がひいた後匠トウモロコン，

甘翡 ，カウピーのようなTropical のものは無肥料で栽培できる。そのかわり年ー作し

か栽培されない。水匠漬からなければ二作も可能である。乾季匠なってくると低地の方で

あれば，水がひいて灌水しなくても栽培出来る。

高地の方は水が無くて水が制限因子となる。すなわち水が栽培の制限因子となる。この

ような水関係が熱帯の飼料作物の栽培化は重要な関係を有している。

(?) 土壌図境

土嗅はラテライト，赤いラテライトが多い，場所侭よっては違うが，懐性が高いところ

からアルカリ性の土壌まである。 Alfalfaは寒地型の牧草であるけれども問題は土壌反

応である。沖縄に Alfalfaの良くできるところがある。沖縄の首里の近くで良くでき，

そこの PHは中性である。それから最上さんの行かれたキリマンジャロは PH9であるし，

トルコあたりも PHが高いところがある。

Alfalfaというのはペルンャ語からアラピア語化したもので，意味は良好な飼料とい

うことである。これらの高い土嘩の PH地帯花よく生育する。

現地の人は，どの草が生えているところが良い土地であるかどうかを経験的忙知 ってい

て，例えばイバメリアが生えている所は良い土地であり，アリスティダが生えているとこ

ろは悪い土地で，チガヤの生えているとこるは中位だということを，植生化よって判断し

ている。

．
 

飼料作物は種類が多いのでそこ匠適するものを栽培すること忙よりかなりの生産を上げ

得る。熱帯の飼科作物研究所の成績を見ると非常に収はが高い。

実際花取れるのであるが試険場技術と 一般腹家とではかなりの差があり，日本人閑家が

やれば相当の高位生産をあげることができると思う。

熱帯では土嗅位蝕が非常匠多い。大きなガリエロージョンを起すので，実際匠マダカス

カルで見たのである が，進んだ農家はテラス栽培をしておる。テラス栽培をする楊合花は

削場の下端花傾斜忙垂直忙ネピアグラスを作る。この株は非常匠強いので水はここから横

匠流れ，ここがWaterWayとなる。これがテラスで，こヽ佼は陸稲を作ったりしている。

これは土壌役蝕坊止を自然忙おぽえたのではないかと思う。

テラス栽培は必ず傾斜匠対して直角匠なるよう花栽培されている。輪作も飼料作物を栽

培するの代は大事な市である。彼等はそこ匠おいて未だ焼畑をやっておるところもある。
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牛を沢山飼っているといっても，牛小屋を持っている訳ではないので，牛の肥料は全々用

いる訳ではなく放牧地化還すだけである。

今後大きな Plantationでも作るとすれば ，土壌侵蝕を防止するために飼料作物を入

れ，いわゆる土嗅侵蝕防止作物を栽培することである。これは主として牧草で，有磯質を

増大させると同時忙侵蝕防止化役立つので，計画的栽培をすることが必要化なってくる。

(4) 飼料作物の利用

普通の場合は自然草の放牧である。全期放牧で ，ところ｛てよってはローテーンョン放牧を

やっているかも知れぬが，マダガスカルでは自然放牧忙たよっていた。自然放牧も柵を作っ

ているわけでなく ．そこ化人間が見張っているだけである。

自然放牧では雨季化なると，牛は毎日肥えてくるが，乾季代は牛はどうしているかという

と水辺に集まってきて，水田とか川辺とか湖とか匠ある少ない肯い草で細々と生きている。

雨季，乾季花よって肥ったり舟せたりをくり返えして， 350kgVCなるの化 5~6年もか

かる。

彼等は飼料を貯蔵するということは知らない。特殊な牧場以外では冬花なる と放牧されて

いる牛はガラガラ花痔せてくる。

約的妬やっているところでは SI u b b I e Gr a z i n g (XIJ株放牧）で水田の刈った後 ．比

較的高刈り化刈った後の藁を食ぺたり ．そこ代生じてくる， ヒコパ工を食ぺたり ．或はそこ

代生える雑草を食ぺる，

マダカスカルあたりでは，わざわざ柵をして外へ出さない様化して収穫後牛を入れる，時

には稲のあるうちに入れるところさえもある。

嚢厚飼料は絶対といって良いほど与えない。

マイロ．トウモロ コンを作っても ．豚 ．鶏，アヒ）v,鳶烏等の餌化するので ．一般農家は牛

化は与えない。

私はマダガスカルしか知らぬが ．そこでは野草の貯蔵ができないかというと．貯蔵草はで

きるのである。

多くの野草はHyparrheniaである。

Hyparrhen iaのSpeciesは沢山ある。 Aristida,コゴングラス ．（インドネツア

でいうアランアラン ．チガヤの類で）ほとん どのものはイネ科の野草で豆科の野草は非常忙

少くない。

乾草花し．あるいはそれをサイロ侭貯蔵すれば，かなり牧差力もあるので乾季匠牛が舟せ
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るということもなくなろう。乾季の初め化乾草化するとかサイロ陀貯蔵するのが良い。

乾季のはじめ，または，雨季の終りであればあとは乾季なので，一旦作ったら非常陀貯蔵

は良くなる。

例えば，ローマグラスなどは非常忙良い乾草ができる，これは試験場でも作ったが，乾草

作物として非常陀良い。日本でもこれは夏の乾燥花強く， 1年生であるが，向うでは永年作

物である。

ヘイレージ，サイ Vージの利用もできる。

キャッサパも乾燥して糾料化なる。一般の農家ではやっていないが，試験場ではやってお． る。

．
 

キャツサバは 2年Kl回収穫されるけれど，収flも多いし，乾季に収穫すれば，青竣含

が最も低く乾燥も早いので四重な履厚飼料である。乾季佼チョッピングして地面に広げてお

くとすぐ乾燥する。

熱帯の飼料作物をどのよう忙考えるかと云うと色々と考えられる。例えば濃匝飼料を日本

へ持って来る場合グ Vーンソルガム，トウモロコンを生産して持って来るのも考えられるし・

それ忙粗飼料もあわせて，そこで肉牛を生産して肉として日本へ持って来る事も多かった。

蚊近では粗飼料でさえ輸入するよう匹なって来ているので，乾草を粉侭した Alfa I faミ

ルは昔から日本へ入っておった。妓近では輸入量も多くなり，それにヘイキュープは盛ん忙

豪州，米国より入ってきている。このようなものを熱帯の乾季を利用して，日本がヘイキュ

ープを作るような考えもできょう。

翌科のものでも容易に乾燥できる，乾季忙そのようなものを狙縮したミル，キュープを考

える必要もあると思う。

ミ）レ ，キュープの生産はトウモロコンの実を取るよりは楽であろうと思われ，採算が合う

かどうかが問題なので，採算匠合うものはどのような種類が良いのかということ化なろう。

例えば利益の高いのではJレーサン（アルフア）レフア）で，最高のミル ・キュープが生産さ

れる。そうでなくてもイネ科のものでも若い時化刈れば品質面でも良いのができるし，イリ

ゲーンョン（灌漑）でもあれば乾季化はいくらでも生産乾燥できるので低コストで良質のも

のが出来る。

元来熱帯の飼料作物は品質は寒地型よりも多くの場合劣る。それは蒜維含量が高いためで

ある。

我々としては ，品質を悪化するリグニン Lignin含位が熱帯産のものは寒地型のものより
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高いが，若い時代刈ると Lignin含量は少くなるという点を考える必要があろう。熱帯系の

のものは炭水化物としては ，でん粉系のものが多く ，寒地型のものはラクト サン系のものが

多い。家畜はフラクトサン系のを好む。

日本では若刈りしたくても乾燥が大変で困難であるが，然帯ならば乾季があり多汁のもの

でもすぐ乾く。また乾燥を促進させるの花機械もある。磯械といってもクラッツ ャーだとか

コンデソンョナーだとかの簡単なものがあるので，熱帯の乾季沢はたちまち乾く。

嚢厚飼料の生産としてはトウモロコi/'マイロ， Grain Sorghumがある。

Grain Sorghumの類は背が低く ，機械化代都合が良い。 タピヤコーンもあり ，これは

肯刈用で， Grain Sorghumは非常匠作りやすい，干魃化も強い。 Sorghumの類は 一般

匠そうであり，日本でも関東ではGrain Sorghumマイロ でなく コーリャ ン系の草丈の高

いものを作っているが子実用化はマイロなど機械化忙有利と思われる。

5.各論

飼科作物

熱帯の飼料作物は沢山あり，また学名とコンモンネ ームとが 一致してないのがある。

以下陀各種の名称と，簡単な説明を加える。

イネ科

学名 コンモンネ ーム

Panicum属 Panicgrass, Pan1cum 

わが国のキピ属である。

Pan i cum masc 1mum Gui neagrass （ギニアグラス）

淡緑色，大型で，丈夫な短かな地下ほふく型を有し，アフリカ，南北赤道附近原産。

熱帯では直要な飼料作物，青刈用。わが国でも注LJされている。

． 

．
 

Panicum antidotale, Bluepanic(Giant Pan1cgrass) 

P. hem I t omo n, 

P. ob t usam 

P. mi l1aceum 

P. repens, 

P. virgatum 

Mai denc an e 

Vine-Mesqui le 

Pros o, Bro crnc or nm I I I e I, hog mi I I e I （キピ）

Torpedo?rass, Torpedo Pan1cum（ハイキピ）

わが国匠多い野岸

Swi tchgrass 
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P. purpurascens 

P. barbinode 

◎Pa spa lum属

Paragrass，耐湿大，水辺'(C多し‘

(Hitchcock, Whee !er) 

Paragrass (Hughesら）

． 
Paspalum P.dilatatum 

dallisgrass, 日本ではスズメノヒエという雑草である。生産量が多い。熱帯牧

草としてよい。濠州では沢山作っている。

P. not at um, Bah i a grass, フロリダではエロージョン防止と牧草として栽培さ

れている。長崎辺でもエロージョン防止忙作っているが，また鹿児島，宮崎，長崎

あたりでは，牧草地匠も作っている。これは種子を播くとき，可成り深く播かなけ

ればならない。 （約 6cm位でも立派化発芽した。）

Paspalum urvi I lei, Vaseygrass, これも然帯K良い，沖縄の那覇市内代ー

面た生えている。 日本では種子が落ち芽が出ても，大きくならないうち花寒さが来

て越冬できないが、向うでは幼植物でも越冬，自然牧草地化なる。

Paspalum distichum 

．
 

キンュウ スズメノ ヒエといい，九州熊本県八代地方の竜北村で水田陀栽培している。

竜北グラスともいい，永年生で，冬は地上部が枯れるので，秋化イタリアングラス

を， OverSeedingすると，夏は竜北グラス，冬はイタリアングラスで，生草で，

2万kg/10 aの収穫である。

Triparcum laxum, Guatemalagrass ,これは大きい草で，マダカスカルで

盛ん化作っている。有望熱帯飼料作物。

Tripascum dactyloides, Gamagrass 、これも有望なもので，ちょうどトウ

モロコン忙近縁でメキンコに自生する。

Chloris gayana, Rhodesgrass ,これは日本でも，アフリカでも良くできる。

これは haycrop（乾草作物）として非常花優秀である。日本では 1年生で，ロー

ズグラスとイタリアンライグラスとのリ V一栽培が行われている。

◎Penni set um属

P. Purpuseum, Napiergrass,よく知られたネ ーピアグラ スで，アフリカでは

有名な品種はKosoz iがある。沖縄では古くから作られているし，鹿児島でも少し

作っている。
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現在の熱帯地方では ，このような大型のものを栽培する傾向代ある。例えば ，テ

オンント，胄刈りとうもろこし ，ネピアグラスなど。良いことは良いが，サイレー

ン以外は手間がかかって困る。 5~I 0頭位まではよいが，将来サイ1/ージ用忙多

く用いられよう。またさら化将来は牧草が増加しょう。

P. Clandestimum, Kikuyugrass, アフリカ，ハワイ化多く用いられるほふく

基の太い牧草。関東でも越冬する。

P. C i I i a r e Bu f f e I g r a s s，著者代よっては他の Species侭入れている。テキ

サス，濠州の南の方で作っている。T.4464またはT.378 2 もこの種花属す。永

年生，アフリカ原産。

P.glaucum, P.typhoideum, Pear mi I let, Penn1ci I larin, Cat-tai I 

- m1 I I et, トウジンピエ， 1年生 ，大型その他比較的多いのが次のものである。

Brachiaria属

この種のものは，熱帯化かなりある。

B.ruz1ens1s 

B.bri zantha, Signalgrass 

B.ciliantissima, Perennial signalgrass 

これらは放牧用，肖刈用，サイレ ージ用死良い。アフリ カ化多い。

る。

◎Cynudon/瓜（ギョウギンパ厩） ，Berrnudagrass 

インド原産またはアフリカ原産といわれる。

Cynudon dactylon （ギョウギンパ） アフリカやタイの草原匠多い，種の数が非

常化多い。芝臣としても優秀で，アメリカのジョウジアや南河の試検場で研究され

ていが飼料用としては Coastalが有名。

◎Cenchrus属

この speciesをBuffelgrassという人もいるa

． 

Brach1ar1a mut 1ca,著者代より Paragrasヽ ，またはWater buffelgrass 

◎Setarc;i屈（アワ属）

S.sphacclata, S.sphcndi ta, とも匠有望といわれ、ア フリカでは ，S.sphen-

di I aが有望といわれているが，種子がなかなか収れな くて ，コンゴから入れてい

．
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◎Festuca arundinacea, ta! I fescue 

． 

日本の暖地でも粗岡llであるが丈夫なため匠用いられ ，熱帯でも有望である，ケンタッ

キー31フェス トスというのはこの品種で ，日本でよく使っている。法面禄化忙多く 利

用さ れている。

◎Zea mays,とうもろこ し

◎Euchlena mercicana leosinte 

◎Eleusine coracana, Finger mi I let, Coracan Ragi vコクピエ

◎Sorghum属

sorgo C, sweer sorghum sorgo 日本の廿蛮種で，達が甘く青刈 り忙用いら

れ， 或はンラップ用花も利用される。

Grain sorghum (Ka fir, mi lo) grass sorghum ，アフ リカ スーダン共和国

で発見されたもので ，Sudangrass といわれるもの。

Johnsengrass (Sorghum halepense)が多年生で ，雑草化しては困るので 1

年生のものはないかと植物探険隊が探し出したのが，前者の Sudangrass (S. 

sud an en se)である。

◎Phalaris属

Phalaris arundinacea, Reed canarygrass, クサヨンといい ，手のかから

．
 

ない草で ，北海道から九州冗自生する。

Phalaris tuberosa, Hardinggrass,非常忙多いが ，耐湿 ・対乾性があって ．

屯濫Vて対しても強い。

◎Evagrostis curula Weeping lovegrass,アフリカの方では肉牛忙使 っている。

日本侭もある。

◎Axonopus属

Ax.a ffi n i ~, carpetgrass, pasturegrassと良く ，草丈が低い。香港， 沖縄，

タイ 花沢山ある。

Ax.compress us I awn (IC弔いられ ，また放牧用た用いられる。

マメ科

◎Alysicarpus navignal is, Alysclover , I年生のもので ．スィートクロ ーバ

ー（て似ている3 熱帯アジア原産。
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◎Desmodium属

Desmodium introtum,多年生で熱帯でよく 用いられる。

Desmodium tortuosum,Florida beggar Weed といい熱帯で実用化 されて

いる。

◎Stylosanthes属

St. gracillis, styro 濠洲で研究されたもので ，多年生である。熱帯花多く

用いられている。

St. humuli, l年生であるが ，輪作匠使われ ，熱帯忙最も多く用いられるマメ科

植物の 1つである。

◎Pueraria Javanica,クズの類であり ．熱帯の乾季化作る。

◎Vicia saliva, Common Vetch・高地の冬作侭用いられる，

◎Tri fol ium属

T. a I e x and r i nu m, Eg y p t i an c I o v e r, Be rs e em,これが広く用いられてい

． 
る，佐竹県でも作られている。サウジアラピア忙も栽培されている，耐塩性が高

いと思われる。

◎Centrorema pubescens, centro,これもかなり広く用いられている3

◎Viena sp.アフリカ原産で ．Cow peaとして栽培されていが 1年生である。

◎Phaseolns属 （インゲンの類）

Ph. anrenu mung bean, Cow pea と同じよう化作られており ．南アジア原産

である。Oregon peaともいう。

Ph. mung, und,マングピー ソvc近縁 ．イン ド原産，緑肥用。

その他

◎廿伐

◎ キャ ツサパ

以 上述ぺ，た種類は ，凡そ 50種程度 であるか ．実際花は80 0種ぐらいlてついて試験中で ，

その中から．かっての日本と同じ ぐらいの数匠 ，しぽられて実検が続けられると思う。

．
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おわリ に

飼料作物は熱帯忙おいても，祖要であり．殊vc陥閣匠は絶対花必要である。

熱帯匠おける肉中でも．肥育となると，草と四厄飼料と両者が必要であり．日本でも，肉牛

尻，牧草を食わすtう化なってきた。

また Plantation でも持つならば ．なおのこと牧草が必要となる。

さら(IC,ヘイキュウプとして輸出することも将来花考えられるので，熱帯の飼料作物の調査

は今後，専門家柘より大がか り花行われる必要を党える。

（このあと ，マダガスカルを中心としたスライド匹ついて説明あり，質疑匠入る）． 
貸疑応答

（問） 乾燥侭強いといわれるウィ ーピングラプ ・グラス ，バーミュダグラスは他の草が枯れる

ような時でも肯々としているのか。

（答） 或る程度水があっての話で，いくら強くても水がなければ枯れる。

結局乾季に入って青い葉を持 っているのは木以外花はない。

木本で飼料用として推せんしているのが ，アカツアの類であ ったと思う。

〇タイでは，ギンボウガンとい ったと思うが，これを低刈りして芽を出させ，これを与え

ているようであ った。木だから収凪は少いが，事例としては見うけられた。

〇ィンドネンアでも．登科の木本で，フレミンギア（FIemy i vg i a) が良いと云ってい

た。

．
 

牧草はエロ ージョン防止代役立たぬか。 （土嗅の専門家で江原先生とマダガスカルヘ調

査のため一§者匹出張された蚊上章先生匠お尋ねした）

（蚊上章氏） 地形的匹見てガリヘノドのでき易い場所は ，地表水が集まりやすいところで ，そ

（聞）

の周辺侭承水溝や緑地を設ける等の人工的vc手を入れて防ぐが ，土地の傾斜が ，5゚ ま

では安全だが， 10°以上花なると発生しやすい。

スライドで見るような ，ガリヘッ ドのできる最も大きい原因は野火焼きと降雨強度が大

であることである。

野火焼きは菫大な問題であるし ，禁じられているが ，一説化は政治的な放火説もある程

度である。

牧草では，地表をカパーすること匠より表面佼蝕は Control出来るがガリ ーエロ ージ
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ョンが発生すると土木的な施工も必要匠なる。

（問） 面米妬向く良い伊は何か。

（答） 私は南米の事は知らないが，南米から米た草は，かなりあり，例えばパヒアグラスなど

はそれである。

南米妬ついては，こヽ化居られる平野先生が詳しいので平野先生妬伺...,ていただきたい。

（平野昇ー氏） 私は南米の坊いところに居たが，そこではヤラガ (Yaraguk) といって，メ

ルチャ種の改良種で，ススキのようなものが良かった ，これか放牧用化二番多かった。

これとギネアグラス（エルバギネア）とか一番多い。

私の居た試験場では，そのほか，セタリア，デスモピュ ーム， パッフキヤが多く ，ベタ

リアか良かったか， •般てはヤラガとコロニョソか多かった。

メタメリアは焼いた場合火侭強いu 南米ては大牧均では乾燥期vc焼くが，ャラガ，コロ

ニョソか強い。迂科値物は火V（弱いので，大牧場では禾本科を多く用いている。

（最上氏） プラジルでは Sempreverde かや魃侭強いといわれ，コロニヨンも強いといわれ

ている。

（問） H本の牧位探検の視状侭ついて承り度い。

（答） 今 ．此林省では）し＇i刊 3試から束南アジアvc]人．店地試験場から東ア フリ カ侭 l人 ，と

いうよう vc'単・て出かけているが．相手政府との Contactや交通，輸送や，植物防

疫左含んた輸人手茶んきな)-匠苦労があるので，できれば，牧草のペテランと，若い人と

の組yrなったグ）レープ花 よる探検か理想的であると思う 。

． 

以 上

（文此在財団）

．
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熱帯地域において稲をはじめて作る場合の着眼点

認王絵塁塁：顧問佐藤 幸平 氏

． 
l.まえがき

H本国内で稲作り匠長い体験をもっている者でも ，いざ熱帯地域匠行って ，しかも限られた

期間内で稲を作る場合，播種期のきめ方匠全く見当がつかないのが通例である。

勿論慣行品査花よって播種期，出穂期 ，収穫期等を確めてスター トするのであるが ．細部の

稲の特性まできヽとり侭よって把握することは困難であるし，時化は大切なことをきヽとり忘

れて，着手忙踏み切ることが多い。

本稿で述ぺようとすることは最小限のヤ備実験匠就いてであり，これ等を左品の如く並列す

ることが出来る。

(1) 気温の年間の消長

(2) l:l長期間の季節的消長

(3) 播種期を異匠した場合の出穂明と前述した 2項目との関連

．
 

2.稲の特性を把握する実験

者は 1957-1960年の 3年閾カンポジア国匠コロンポプラン 侭よって派遺され ，

到石したのが 6月頃だったと記箇している。熱帯地域で稲を作ることは生れてはじめてのこと

であったので何から先忙手を着けるかを決定する匠骨を折った。

派遣の 目的が品種改良であったけれども ，稲の作り方もわからない者匠は ，品種改良の仕i

がすぐ匠着手出来る筈がない。

従って現地の技術者匠その地方で栽培されている所謂奨励品種のようなものの種子の分譲を

受け ，一応の栽培を慣行法陀従って播種期決定試験から開始した。

(1) 播種期の定め方

月2回播種とし ，年閤 24同播種する所謂週年栽培を計画した。

播種1:3をその月の 1日と I6日 ，月 1回の場合はその月の 1日とした。

この l, 6法は大したこと ではないが筆者化とってはあとで記憶をたどる場合忙便利であ

って，極めて都合がよい。
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(2) 栽培のやり方

現地忙到着した日時花よって異なるが， off-Seasonの場合は圃場が使用出来ないので ，

ポット栽培にしなければならない。

ポット栽培は栽植する株数匠制限され， 1ポット VC2株しか栽植出来ない。幸いなこと化

出穂期関係の特性を把握する化はポット当り 2株で大体その目的を達成出来る。但 し1ポッ

ト2株の栽培は注意深い管理を必要とし， 2株の稲を均一匠育てること化専念しなければな

らない。例えばポット匠土を入れる時侭は同址を入れ ，灌水後の整地は自から実行し ，ポッ

ト内の土嗅を出来るだけ同じ条件侭する。

種子は一品種 50粒を精逸し ，没種後の発芽状態を均正花し易くし，これをポット苗代匠

播く 。

所定の苗齢花達したな らば50本の苗から同質の苗 2本を選ひ． ，植える深さも一定にする。

その後の管理は微位栽培をやる心積で実施しなければならない。

2本の苗が定位辺忙植えられた外に補植用として 2~3本の苗を同じポット化植えておき，

2本の苗忙故障が生じたならば成る可く早期の内に補梢苗で置き換える。

3.実験材料の生育経過

実験頴目を慇光性品種の播種期の差呉VCよる出穂期の父真としたが，この題目は後で付けて

報告したのであって ，開始する当初は感光性品浦がとの様匠慇応し て出穂するか皆目わからな

いので ，稲の一生を精査するという心がまえで出発したJ

8月 1日から NengMeasを播いて鉢植え匠し ，毎Hその生育を見セり ・主枠（親堂）の葉

の数を数えたりして早く成長し，早く出穂してくれるよう念願しつヽ待つ日は長かった。

． 

8月1日播は播種開始日としては妓も悪い時期で感光性品種と感温性品種の出穂型VC明確な ・
差異を欠いていた。

第 1図で見られよう VC6月 15日播から稲は正伯化短 I]('C慇応しているの侭私VCは出穂の仇

役変異と考えていた。

その後の 12月 16日まで各播種期の稲の出穂は段階状仮出穂するのて益々慇光・感趾性品種

曲差異が認められなかった。

ところか 1月 1日播種の稲はいつまで怪っても出穂せず ．その後の播種のものも穂の出ない

という＇阻態化憑遇した 。

即ち 6月15日播を界としてそれ以前とその後との出穂う・全く異っているこ と伍気付いたJ
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第 1図参照。

第 1図と第 2図を連結して見ると 1月から 6月までは稲の生育は長日下で生育し，幼穂形成

の機会を得ず， 6月23日（夏至 ）佼 至り，その後漸く短日下の生育となり，幼穂を形成する

ことがうなつかれ，第 1図の如く同時出穂することも了解出来た。

6月以後の出穂は短日下であるため第 1図vc示す如く階段状忙出穂することもまた了解出来

る。

． 
以上の出穂期の変異花よって NengMeasは感光性品種であることが明瞭になった。

Neng Measは 1月播で32 8日の出穂まで日数を示し，主枠葉数は 31枚であった。

これと対称的VCl 0月 l6日播では出穂まで日数は僅か花 93日．主稗葉数は 13枚侭まで

減少した。

4.感光．中間．非感光性品種

カンポジア国ではNengMeasは晩稲， AngSar！ま中生稲 ，PhcarPhdauは早生稲，

Fukubozu (日本稲）は極早生稲として分類さ れている。

感光，中閾 ，非感性品種の出穂まて日数，主佳葉数の変異

．
 

播種期 1月1日 4月 1日 7月 1日 l 0月 1日

品種名
出穂まで

主棒葉数
出穂まで

主程葉数
出穂まで

主卑葉数
出穂まで

主稗葉数
日数 日改 日数 日放

Neng Meas 328 3 I 233 26 14 7 20 95 14 

Ang Sar 63 1 1 196 23 114 18 68 12 

Phcar Phdau 70 12 156 19 100 15 69 11 

Fukuboze 69 I l 62 1 1 68 1 l 64 10 

Ne n g l¥ie asは感光性品種であるが感温性因子分を合せ保有している。

Ang Sarは慇光性因子と感温性因子の両方をほぼ同鼠保有している。

Phcar Phdau は感光性と感温性因子の両方をほぽ同凪づつ保有している。

Fukubozu は感温性品種で日長化は殆んど感応しない。

-1 9-



5.感光因子の質的感応と量的感応

北半球妬おける日長は 12月23日（冬至）において最短を示し ，3月23日（春分）忙お

いて昼夜ほぽ相半ばし ，6月 23日（夏至）忙おいて最長日長花達する。

9月23日（秋分）化おいて昼夜ほぼ相半ばし ，漸次短日となり 12月23日（冬至）忙至

り最短日長となる。

しかしながら冬至から春分までの日長は質的には長日であり， 1日1日日長は増加している

が ，位的忙は 12時間以下短日である。春分から夏至までは質的代は長日であり，且つ伍的忙

も12時間以上である。

夏至から秋分までは質的花は短日になり，日々短日化なるが伍的化は 12時間以上である。 ● 
秋分から冬至までは質的 ，伍的共匠短日忙なる。

以上の如く 4区画化おける日長は質と量の 2点から見ると全く異な った日長囮境を形づくっ

ている。

この異った環境下に稲が生育し，出穂の現象を見ると図表3K示す如<,PhcarPhdau 

Ang Sarの如き中間性の稲は冬至から春分侭至る位的短日に感応して生育日数を短縮してい

る。

この期間の生育日数の短縮は秋分から冬至忙至る量的質的共化短日下の生育日数と極めて類

似している。

以上の如く稲の出穂期は感光性因子花より支配され，それ等の因子は日長の位的質的両面化

感応して出穂期を決定するものヽ如く思考される。

．
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6.稲の感光，感温性を利用した多期作

印度カルカタ近郊代おいて，感光性品種Lati sa i I を I1月 1日匠播種し ，l2月 23
日

（冬至）忙至るまでの短日を利用し ，LatIsa i I を質的長日期間匠出穂せしめ， 4月下旬収

穫し，次作代は非感光性品種DuI a r (早生）を栽培し， 7月中旬収穫し ，8月から感光
性品

種を再び栽培する 3期作を組み立て ，現在実際栽培陀移されている。

ラオス国タコ.1/ ~ておいて 「はつ花しき」を用い ， 4 期作を組み立てたが，この場合の苗代期

間は前作期間と僅かの期間重っている。

又4期作の場合は非慇光性品種「はつ忙しき」単一品種で組み立てた。

．
 

7.稲の中間性を利用しての生育期間の延長

イラン国カスピ海沿岸の気象は春先比較的温暖で 4月 1日から田植が出来る。しかし苗代
期

間である 3月はまだや＞低温のため育苗は保温折喪苗代でなければならない。

3月中旬中閾性品種を播種し， 4月1日忙移植すれば，稲は長日 花よっ て出穂をおくらせ，

且つ低温代よって一屑生育期間を延長し ，その結果増収が見込まれる。

即ち感光因子は長日慇応花より，感温因子は低温匠感応して生育期間を延長すること匠よ
り

増収したこと化なる。

8，むすび

東南アジア ，中近束のみならず．新しい地域て稲を作る匠は最初匠その地域の気象の推移
を

明確化し．自然日長の推移侭合致する 如く ．水稲品種の播種期を決定しなければならない
。

勿論栽培しようとする水稲品種は辿年栽培花より感光．感温 ．中間性化ついて．くわしく
凋

査し ．環境条件匠合致した栽培法を考案しなければならない。

．
 

以上
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キリマ ンジャロ山麓地方の農業開発について

元海外移住事業団誦査役

日商岩井味開発本部最 上 章氏

． 

．
 

1.アフリカにおけるタンザニアの概観

(1) 気 象

アフリカの気象条件は一般VCは一概匠岩くて雨畠の多い処と考えられ勝ちであるが ，広い

地域を占めているため相当の相異があり具体的な地域匠ついて見ると想像した以上匠著しい

差異のあることが判る。

雨鼠匠ついては紅海，地中海附近が少いことは一般匠知られているところであるが，海岸

からの距離や標高の差代よって雨伍vc差がある。

特匠キリマンジャロ侭おいては ，山頂の標高が約 6,000mもあるのでその山麓地方は標高

侭よって熱帯圏から寒帯匠至るまでの気候帯がある。この様な事はアフリカ全体匠おいて大

なり小なり同じ様な傾向があると思われる。

土喚vcついて見れば，乾燥地帯が紅海 ，地中海地方匠あって ，これら花はアルカ）レまたは

中性匠近い士壌が分布しているa

キリマンジャロ山麓地方vcおいても平坦な低地帯匠はアルカリt嗅があるが ，標高が高い

多雨地方では懐性土壌となっている。

(2) 面積，人口，人口密度

タンザニアは ，東アフリカ 3国協同体（タンザニア ，ケニア，ウ ガンダ）の 1つであるの

で ，こ の3国とこれ忙近接するエチ オピア・ザンピア等を表 2K示したが ，キリ マンジャロ

地域は，総面積は日本の長野梨の大きさ妬近く，人口密度は日本では最少の北海迫よりもは

るか侭少ない。タンザニア全体を日本と比較すると面積は日本の 25倍，人口は 12％であ

るが，キリマンジャロはタ ンザニアでは人口密度の非常vc高い地域である。

-2 3-



表l. Ki I i man j a ro Reg ionの人口．面積

K i I i ma n j a r o R e g i on の世帯数，人口，面栢及び人口密度を Higher LandのKiI 1-

manjaro Districtと Lower LandのPare District l"C分けて表示すると次の

通り。

世帯数 人 仁l
RegIOn/ 面 栢 人口密度
District 

Households 計 男 女

5Jo-0s',f mi Les 12 7.6人／s'jm1 le Ki l111Bnjaro I 30,527 650,533 316,488 334D45 (1,320,3OOha) (4 9.3人/KM2)Region 

24 49 241/.4人迂バQm 1 I e 21J 50B~ m1 les Ki I imanJaro 
l O 0,7 0 8 50080 l 2 4 3,4 0 I 257.400 (530,700 ha) （ 筍District 

3,050Blf'm1 les 4 9.1 9人.0／人s／サ泣ml I e Pare 
2 9.8 2 4 149.732 73087 76f,4 5 (789£00ha) ( 1)  District 

(I 9 6 7年の Populat10n CensusVCよる）

上及の示すよう(IC'同じKilimanjaro Regionでも Disl r 1 cl侭より人口密度は大

いに異なり， Lower landのPareDistrictは 49. I人／tl2fmi leでK1I iman-

garo Districtの約 1/5(IC過ぎず ，更に Chagga族の密居帯地では1.00 0人／sq.

mile(/Cも達すると 呂われるから I/2 0妬過ぎないこと化なる。このような差異吐ヒず

る理由としては，降雨駄 ，水資源取得の難易，土地の生産性市場や輸送事情更花は文化

厚生施設の有無等があげられる。

(3) タンザニア国の概況持匠諸外国からの協力援助

タンザニアは独立して丁度 10年目である。制度や政冶成構もまだ変動的であり ，社会主

義国家として発達をすすめており，色々な国から援助をうけている。

首都ダVスサラは人口 25万人，独乙占領当時からの港であるっ海岸線匠沿って平野があ

り，内陸地符は高原や山地が多い。タンザン秩迫は中共が建設を進めておりこれに一部分平

行してアメリカがハイウェーを建設中である。

発電下業も外国の援助で建設され，その 1 つであるキリマンジャロ山魔のユコ ンプ • アム

ン ・グダムは IAOやイギリス等の援助で建没されたもので ，またスェ ーデンの援助で教育

施設の整備が進められていると言った具合匠多様なものである。

平和部隊（海外青年協力隊）はスェーデンから約 40 0名．日本から 73名 ，西独その他

からも多数派遣されており，また中央政府の各官庁化も多くの国から哉員か派遣されており

（日本からも派遣）今回我々の現地凋査の際代はカナダ政府派逍戟員が同行したような次第

で発展途上国であるので ，援助してくれるなら政治的化色化はこたわらず匠援助をうけると

． 

．
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いった状況で色々な国からの協力援助が活発匠行われている。

● 

．
 

2.キリマンジャロ山麓の開発

ニュ1/ン大統領はキリマンジャロ山麓の隅発は，是非日本でやって欲しいとの強い意向を有

しており，この考え方は中央から地方まで一月しておる。

それ匠こたえて日本も何らかの援助をすることが望ましいが，そのため代はいかなる考え方

でいかなる問題を ．いが忙援助すぺきかが先ず問顕となるので，本格的な調査代先立って問超

点を究明するための予備調査を行なう必要があり ，1行7名（農業．中小工業，公共施設，観

光及び投磁臼等の専門家）の調査班が編成されて調査が行なわれた次第である。

以下農業哨発代関する主な問題点と開発の構想を中心忙話したい。

(1) 自然的条件

この地方は南緯3度から 4度のところ匠あり，山頂の標高は， 5,89 5米で領の上には年

中栢古があるばかりでなく氷河もある。印度洋岸のタング港から本地方の中心地モンまで直

線距離で約 30 0 kmで鉄道や国辺の便がある。この休火山はコニーヂ型の円淮形火山で山

頂た近かい部分は 1/4程度の急な勾配，山隧たなると 1/30程度の緩勾配となり，農業が

約的代行なわれているところはこの山麓の揉商1,0 0 0~2, 5 0 0 mの範囲のところである。

サイザ）レの嬰場はこれより低いところ化もあるが ，収益の高いコーヒー，パナナを主とす

る閑場は標高の比較的高いところ匠ある。

標高別IC気象をあげれば，図 (1,2)と表 (2,3)花示すよう匠リャング，モン ，サ

メタンガの気温は標高匠即して規則正しく変化し ，一般花赤道附近では標高 10 0米化対し

0. 5~o. 6'Cの変化があるとされている。

問題は降雨の分布状況である。場所忙より相違はあるが ，4月から 5月の雨位が断然多く ，

次のビークは 9月から 11月代かけての小雨期たある。印度洋岸のタンガを除き年雨口は標

高が高くなるとともvc多くなり年代大雨胡と小雨期との 2回の雨期がある。

これと周逆して， I2月～ 1月は大乾期（夏期） ，7月～8月を中心忙小乾期（冬期）が

あり，雨位が割合い地方でも ，こ の乾燥期匠はかんばつの被害があり ，灌漑が望ましいと云

われる。

印変洋から吹いて来る雨雲を受ける南東斜面は雨伍が多いが，キリマンジャロ山陀ついて

いえばこの山の北と南側は開；ナて平坦で雨’よをさえきる山がないから雨位が少ないのでエロ

ージョンて作 られた河川の少ない部分となっている。畑作悶業が割合化発達しておるところ

-2 5-
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表 2 Meteorological Condition 

(l) 月平均気温 Mon th I y me an Tern p e r a t u r e 

（）内は月平均最高 ，最低気温の差

月 Lyamungu Moshi Same Mcrnbo Tanga 

1 
2 0. 6℃ 2 6. 1℃ 2 6. 4℃ 2 8. 2℃ 2 8.3℃ 

(1 6. 7℃) (1 6. 5℃) (1 4. 8℃) (1 6 2℃) （ 8 7℃) 

2 
2 l. 1 2 5. 9 2 6. 5 2 8. 5 2 8. 7 

(1 5. 5) (I 5. 7) (1 4. 0) (1 5. 5) (8. 9) 

3 
2 0.6 2 6. 5 2 6. 7 2 8.6 2 9. 2 

(1 3. 4) (1 4. 8) (1 2. 7) (1 4. 4) (9. 2) 

4 
1 9. 5 2 4. 5 2 4.3 2 6. 1 2 7. 3 

(9. 6) (1 0 1) (I 0. 1) (9. 9) (8. 0) 

5 
1 8. 2 2 2. 5 2 l. 7 2 4. 2 2 6. 1 

(8. 2) (7. 8) (7. 5) (8. 0) (7 5) 

6 
l 6. d 2 I. l 2 0. 7 ~ 2.9 2 5. 1 

(8. 0) (8 0) (9. 5) (I 0. 0) (8. 0) 

7 
1 6. 8 2 1. 5 2 o. 5 2 2. 5 2 4. 5 

(8. 1) (8. 8) (9 6) (9 9) (7 6) 

8 
1 7.4 2 0. 9 2 0. 0 2 I 9 2 4 1 

(1 0. 2) (9. 9) (I O 8) (1 o. 8) (8. 1) 

， 1 7.9 2 1 2 2 0. 7 2 2. 3 2 4.3 

(J J.3) (1 2. 0) (I I 9) (1 1 4) (8. 4) 

10 
1 9 0 2 3. 1 2 2 8 2 3. 7 2 5. 3 

(1 2. 6) (1 2. 3) (1 1.6) (11.1) (7. 9) 

11 
1 9. 8 2 4 1 2 4. 4 2 5. 1 2 6. 3 

(I 2. 7) (1 1. 8) (1 2. l) (1 l. l) (7. 6) 

12 
2 0. 5 2 4. 1 2 5. 7 2 6. 7 2 7. 2 

(1 4 7) (I 4 7) (l 2 8) (l 2. 7) (7. 8) 

年
1 9. 0 :I. 3. 5 ~ 3.4 2 5. l 2 6. 4 

(I l 7) (1 1 7) (l I 5) (11.7) (8 l) 

． 

．
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(2) 月別雨量 Mon th I y Ra i n Fa I I 

． 

．
 

月 Lyamungu Mosh1 Same Mombo Tang a 

1 1 2. 2 llllll. 8. 1 111111. 

゜
Ill" 5. 9肩霞 0. 1/l贋

2 6 8. 7 3 4.8 2 3. 4 2. 7 4.9 

3 1 0 2.6 1 6. 3 1 8. 1 2 6 0 4 1. 7 

4 3 5 8. 4 1 3 9. 7 1 8 0 7 1 3 5. 6 2 1 5. 9 

5 4 3 3. 1 4 0 5 4 1 7 9 7 1 7 7. 4 3 9 5 6 

6 1 6 3 7 2 2 0 8. 1 1 9. 2 1 0 7. 3 

7 7 9. 5 5 6. 4 3 7 6 9 l. 7 l l 5. l 

8 2 9. 0 3 9.0 2 4 6 4 7. 9 6 6. 6 

， 7 5. 4 6 4. 8 8 1 8 3 0 2.8 2 3 3 3 

LO 4 6 6 1 3 2. 4 4 1 2 6 l. 4 :i 4 8. 0 

11 7 9. 9 6 2 1 3 0 3 7 3. 2 1 7 1. 4 

12 1 5. 4 0 2 2 4 3 4 6.4 4.8 

年 1, 4 5 9. 0 9 8 l 2 6 4 9. 8 9 9 0. 2 l. 6 0 4. 6 
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は高原か山地帯でたとえばタポーラは 4,00 0~5, 0 0 0フィートの山の手である。

高地か山で雨雲を受けとめるところ以外は割合匹ドライのところが多い。従って農業は

higher land を中心匠発達している。ところがこの higher I and 侭も前述のよ

う忙雨期と乾期 とがありこの乾燥期の作物の生育を promoteするための灌漑の必要性が 1

つの問顆となっている。

(2)地質

地質的花いえば休火山であるから熔岩流が発達しこの地方の農業地帯である標高 1,00 0 

m位までの地域匹分布している。この熔岩流の末端附近から湧水があり湧水磁は相当多量で

貨重な水資源となっている。

またこの地帯の部族はチャガ族でアフリカで 1~2位を争う優秀な部族と言われ，キリス

ト教も普及 し， 約 20 0年匠及ぷ定住の歴史を有しているがこの間常忙水を求めて苦労をし

ている。この水の取得難は火山山麓地では一般的な現象でもある。この地方では上流から

會倹流の水を引いている。

用水取入ゼキや用水路を縦横妬設け，或いはパイプライン を引いて飲料用水やかんがい用

水等陀利弔しているが，水の取得匠ついては色々と工夫が重ねられている。したがって簡単

匹取得し得る水資源は今後充分でなく ，lower land を開発する場合匠は必要な水の取得

が問題匠なる。

日本でも，火山山麓匠は豊富な地下水源があるところが多いが，この地方でも各地匠湧水

があり，また地下匠伏流している河illも図上忙相当多く認められるが ，このことは地下水の

存在を示唆するものである。従って ，水資源花ついては ，現在の灌漑系統匠ついての再検討

も必要であるが ，新規匠水資源を発掘することが重要で ，この場合水資源として，地下水匠

求めるこ とが 1つの方法である。

現況では雨期の 1期作であり，現在かんがい面積の比率は 5~1 0％といわれ，かんがい

の意欲が強い ，平野地帯匠下ると雨鼠は少くなり，逆匠温度は上がり，いわゆる半乾燥

(semi a r i d are a)となり ，土壌は中性又はアルカリまでこれが平野地帯vc拡がってい

る。即ち higher landの酸性型地帯から下がるとアルカリ型地帯となり， PHは9程度の

値を示すところもある。

幸忙も熔岩流のところは塩基性岩の母岩であって，塩基含量は高いが ，雨哨匠降雨忌が多

く，月'(C.400111111も降るので，エロ ージ ョンか現われている。

この地帯匠はチャ ガ族が密集的匠住んでいる。チャガ族がなせ ここ匠集まっているか ，そ

． 

．
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の理由の 1つ匠気候がよいことがまずあげられる。

標高は 1,0 0 0~2, 0 0 0 mで，日本でいえば軽井沢の真冬と真夏を除いた気候と言われ，

ケニアのナイロピ陀似ている。他の理由は部族間の争いを避けたためとも言われる。即ち遊

牧部属であるマサイ族やパレ一族などとの部族間の争いがひどかったので，その事を避ける

ためだったと言われる。

チャガ族は憂秀なのでタンザニアの政界，財界忙有力者を多く出しておる。その関係か各

種の事業がこの地方に集まっておる。

(3) 農業経営の状況

統計ははっきりしていないが，ハイランドで 10 0戸匠つき調査したものがある。この概

要を示せば次の通りである。

表 4 農業経営の状況

．
 

Chagga族の居住地域である Ki I i ma n j a ro Di s t r i ctの Machame部落 100 

戸の腹家忙ついて，その嬰業経営の概況を 19 6 1年代涸査した結果の平均値は次

の通りである。

家 族 数・・・・・・・・・・・ ・・・・・・・・・・・・・・ 7. 5人

家 畜・...........・・・・・.....I. 2頭 (Jer se yその他）

Coffee/Banana （混植）・・・・・・2.2 acres 

Coffee (single) ・・・・・・・・・・・0.5 

Banana (s i n g I e) • • • • •••• • • • 0. 3 

Beans ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・I. 2 

Maize ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・1.8 " 

Coffee及びBanana中
匠混播

その他の作物・・・・・・・・・・・・ •.........0.2 • (Tomato.Potato etc) 

耕作面積計＝ 3.2 acres 

販売収入 (A)

Coffee・・・・・・ ・・・・・Shs.723 (430 lbs) 

Banana・・・ • • • • • • • • • 3 3 7 (3 0 9 I b s) 計 She.1」80

その他の作物・・・・・・ • l 2 0 

自袷食料費（B) ..... • 7 0 0 

粗収入(A+B)・・・・・・・・ • 1,880 

閑業経営費・・・・・・・・・・・・・・ ” 475 （輸送費．薬剤代等）

雇傭労賃・・・・・・・・・・・・・・・・・・ • 325 (Shs,3/day) 
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以上のよう化家族数は平均 7.5人と割合化多く．耕地 3.2 acresで．販売収入はShs.

1,180であるがCoffeeへの依存度が約60％と最も高い。食料の自給分は毎名年

間約Shs.100(IC過ぎず．自給食料費を加算した粗収入は一名当り換算Shs250計

Shs 1/380で．塁業経営費を雇傭労狂を控除した収益は Shs 1.080 となっている。

なお．Jerseyの年間搾乳aは400~600gallon で．現在の乳価は 1ga l lon 
当り Shs 3~4となっている。

次(ICMa ch ameのKalal Village(![居住している Pendael Shangali氏

(Chairman of Machame Society)の経営・田例の概要を紹介すると次の通り。

Coffee/Banana・・・・・・ l. 5 acres 

Pasture •• ・・・・・・・・・・・l.O 計 2.6acres 

(Guatemalagrass. Lucerne, Sctaric, Panicurrv 

Ve gt as b I e • • • • • • • • • • • • 0. 1 

J erse y•….. ... 3頭（うち搾乳］頭）畜舎内銅育

Kenya より輸入し たJerseyと雑種．搾乳凪 18pints/day

（うち販売乳は 12pints/day,75Cent/pint,年間販売高＝

Shs.I,350) 

購入飼料•• • …… Shs 80 (Shs.40 per 65kg Bag) 

1. 0 acresの栽培草地のみでは不足するので山麓部のNatIve 

grass landより採草搬入すると共vc.¥,Iaize,Brau等のCone.

F od j e r 2 Bagsを講入する。

上記の通りコーヒー・パナナは混植しているが，コ ーヒーは挽金作物でパナナは常食である。

(4) 家族制度と耕地問題

現在は土地が固有化されているが．元来この地方の．上地相続は男チ均等配分相続で，従

って次式のようK,その耕作面積は次の世代には‘日減以Fとなるa

． 

．
 

3.2 acre x -------:-= l, 1 6 4 acre 

は`―ふ） X i 

すなわち耕地の細分化がおこなわれる。これが問題である。耕地拡張とい っても，チャガ族

の居住地域は地形が起伏化とんで，傾斜が20度以上もあるので耕地拡張の余地は少ない。

従って，現在の殷業構造を如何vc改善するかと，了う課頷化当面している。

半面，山麓を下った平野地帯 (lower land) は大体妬NativeGrassはサバンナで

ある。今までは山麓匠近い Iowe r I andの一部でサイザルを作っており．これは当国の特
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産であったが．合成哉維の出現花よりサイザル麻は．マニラ麻の運命のどとく斜腸化してい

る。

． 

サイザlレの畑は管理が不十分で荒廃化の傾向が随所忙見られるが．元来サイザルはエステ

ート方式でやっていたが，かんがいは殆んど行われていない。

サイザIレ畑を含むLower landの過疎地帯と higher land の人口槻密地帯とが．対

照的忙隣接している。温度が梢匠高いとか，乾燥地であると言うハンディキャップはあるが，

この lower landの過疎地帯も灌漑が可能となると，立派な営器を展開することが出来る。

そのため匠は，火山山麓地帯の地下水，湧水を利用することが．地上踏査や浅井戸ばかり

ではなく．科学的な電気探査や深井戸の試掘等忙よって．地下水の賦存状況を調査する必要

がある。我々はこの問題と取り組みたいと思っている。

(5) かんがい問頴（NyumbaYa mungu Damの利用）

F. A.O.や英国等の協力で貯水鼠 11億tonかんがい予定面積 30,000エーカーのNyumba

ya mungu Damの計画が進められ、 19 6 9年化発電が始まった。このダムは多目的ダム

（①洪水凋節，②発電， RIrrigtation)で，①，②はできたが，③のかんがいは本年は

test form 16 acreだけで，予定の 30,000エーカーは手つかずのままである。

実はこのダムの¥vate r master p I anのフィジピリティーサーベイを是非日本でやって

くれとの強い要望があるので，これ匠何かと応えなければならぬ。

Lowe r I andはアルカリ土嗅であるので，灌漑排水と耐塩性作物の選択を考えねばなら

ない。

．
 

Irr i ga t ionがうまく行けばよいが，全面的化かんがいができるとは考えられないから，

乾燥や塩類花強い作物が必要である。

幸Vヽ匹も FAOがDam 下流の Pangani河流域約 23万エーカーの土地につき ，土襲概

査を行なっており， 19 5 9年妬そのレポートを出している。この調査はアメリカの開択局

で採用している土痩分類の方式で行われている。

この概査の結果匠よると，灌漑殷業の適地と不適地さら匠検討を要する地区等が図示され

ているから，この報告を参照しながら灌漑農業の適地を選定してWater supplyと土攘の

性質適作物の選定と経営方式等を検討し，灌漑農業を主体とした，計画を具体的匠作成する

必要がある。

また，この方法匠よってサイザル園を含む山麓胚近い lower landの調査を行ない．水

賓源の賦存状況匠応じて速か花開発計画を樹立する必要がある。なおかつては問題であった
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部族間の争いは見られず，逆匠遊牧部族のなか侭も農耕定着化の傾向が見ら
れる。

(6) 輸出入事情

輸出入統計花よれば輸入の牒産物のtopは酔農製品で輸入全額は 2,100万Shs.（
約 10億

円）忙達しこの外ケニアからは生乳が年間約 1,0 0 0 tonも輸入されている。タ
ンザニア政

府は酪農の振興花力を入れキリマン ジャ ロ山麓地帯とモロゴロ地方を酪農振
興の重点地域と

し，キリマンジャロf'(DairyBoa rdを設けている。意外妬感じたのはキリマンジ
ャロの

農家がジャージーを放牧でなく舎飼い方式で飼っていることで農家が牧草を
栽培している。

種類は，Jレーサン・セタリア ・バニクムとガテマラグラス等であるが面積的
匠栽培牧草で足

りない部分は山麓のNatire grassを刈り取 って 搬入している 。

Lower landの開発の場合花は当然畜産開発と結びつけ ，温度や飼料侭対する）
l卸芯性も

高いジャージ一種を導入し，また草地は永年草地としてでなく，とうもろこ
し或はソルガム，

または将来欧州向け柘有望な ，そ菜等をも草地と組み合わせた輪作方式を採
用することが望

ましい。

当地方の主食はとうもろこし，キャッサパ，グリ ーンパナナで，輸入統計忙
もある通り，

とうもろこしを多筐匠輸入している。とうもろこしはNAPB (Nat ion al,A
gre cult-

ural Production Board) が小麦及び米と共匠集荷販売 ，輸出を管理して
いるか ら，

安定輸出作物と はなり得ない。

これ花対し，グレーンソルガムは国内の海要が少ないばかりでなく ，乾燥匹
対しては，と

うもろこしよりも強く，またNAPBの管理を受けていないから，飼料として
利用されるば

かりでなく，海外花輸出して外貨を獲得することも出来る。

西独はタンガ港の近く匠キャソサバ，ペレット工場を計画中とのことである
が ，キャッサ

パは環境侭対する適応性が強く増産も容易な熱帯の澱粉作物であるから，主
食の一つではあ

るが，配合飼料の原料としての需要匠応ずることが出来る。

また ，）レーサン（ア）レファルファ）は懐性土嗅よりもむしろアルカリ性から
中性の土壊匠

適するマメ科の永年生牧草で日本匠も約 40万tonがアメリカからミ ー）レまた
はペレットと

して輸入され，配合飼料の蛋白またはミネラル源として利用されており， そ
の輸入俎は増大

の一途をた どっ ており ，このことは欧州諸国匠おいても同様な ものがあると
推定される。従

って当地方のアルカリ土咽地帯花）レーサンを荘入栽培して畜産振興匠役立た
せると共花外貨

を獲得させれば，まさ匠一挙両得である。

． 

．
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(7) キリマンジャロの観光と農業開発

山麓のMoshi市の近く陀国際空港が計画され年末匠はオープンされる予定である。この

線は航空専門家の意見侭よれば．往路は満員であっても復路は旅客が分散して減少するとの

ことである。これは高級な果実やそ菜類（欧州市場への冬期匠新鮮なもの）を搬出する機会

を提供する事花なる。果実類は．在来果樹は勿論のこと，ォ vンジ，タンゼリン・レモソ ・

マンゴー・パパイヤ等と言った具合匠何んでも出来る。外来の果樹類はキリスト教の宣教師

匠よって紹介導入されたもので．温帯型のものが多いが ．新品種は 30余年いくよも導入さ

れていない。日本から派遣されている専門家の意見侭よると．レモンの台木匠接木したグい

ープフル ーツは収祉が多く．乾燥匠も病害虫匠も強いから栽培が容易とのことである。従っ

て優良な品種への改良増植が必要尻なる。リアムング侭農事試験楊があり ．今拡充強化しつ

つあるが．これをOTCAで援助して．一般作物を始め特殊作物更匠畜産開発等の研究に協

力すれば．その効果は大い忙期待される。なお．果樹類匠ついては地中海沿岸地方産の良質

な果樹類と競合する問頗があるから，新鮮なフ）レーツの外侭ジュースやかんずめ化すること

も考えておかねばならない。 また養蚕熱が中央アフリカ共和国．象牙海岸からも出ている。

タンザニアも相当前から要望しており． OTCAも専門家を 19 6 3年匠派遣して ．キリ

マンジャロ地方匠おける養蚕の可能性侭ついて調ぺたが ．ーの瀬の系統の桑が現在立派匠育

ている。蚕の種も持って行ったか試験場が他へ吸収され．盈は何処かへ行ってしまった。し

かし可能性はある。問題は受け入れ体制と受け入れ腹家の勤勉性が問頗であるが．幸い匠も

チャガ族は勤勉である。世界第一の蚕糸国である日本は．近年産繭鼠が減少して輸入国とな

り． 19 7 0年匠は 4,7 0 0 ton の生糸を中国 ．韓国．イタリア及びプラジル等から輸入

し．その外代乾繭約 2.00 0 tonをソ連．イタリア．パラガイ．プルガリア等から輸入して

おる。この様花生糸及び繭は完全匠国際商品化しているので．生産コスト が安いということ

が有利な条件となるので ．この競争侭耐え得るかどうかを考えねばならぬ。

薄荷の試作がタンガで行なわれておるとのこと であるが ．戦前は世界の薄荷市場の 8割は

日本産のもので占められ．その主産地は北海道であったが ．現在はプラ ジルが主産地となっ

ておる。

日本種はメントー）レ（ハッカ脳）の多いものであり ．欧米種はメントー）レの少くないもの

（プラックミン ト）あるいはメン トール ではなく て力）レポーンを含むもの（スベアミン ト）

である。欧米種はその成分の関係上．用途が制限され ．その生産は飽和状態忙近いといわれ

るが．日本種の薄荷はメントールを主成分とするので ．その用途が広いから ．需要は生産を
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はるか匠上廻わっており，増産の余地が多い。またプラジルの薄荷栽培は ，その伸びが停滞

の傾向花あり．他方隣国のパラガイ匠僅かであるが増産しておるとの情報があるが ．薄荷の

用途は今後とも増大が予想される。

おわりに

キリマンジャロの開発侭ついて概説したが ，その立地条件忙より，色々な見方，種類が考えら

れ飽和状態匠近い地域から過疎地菩への移動 ，腹業構造の改善，水資源の開発凋査や畜産の振興

等の問題があり，さらに ，これらを円滑匠推進する為匠は試験研究機関の拡充強化匠より現在の

低い技術を Ie ad upする必要がある。

質疑 応答

（質） 農産物の販売方法匠ついて

（応） イスラ エルのキプツ侭近い方式，経営及び作業の協同化を村作りの基本 (Ujaama 

Vi I I ea ge)花したいとしているが現在はその発展途上匠ある。販売は農業協同組合を

通 して行なわれる建前になっている。なお国の機構である Nationa 1 Ag r i cu I tu r a I 

Product ion Board (N . A. P.  B)が米，小麦及びトウモロコンの集荷販売，

輸出を国家管理しており，これら 3作物の購入横関'(Cは協同組合が指定されてぃる。

（質） 栽培技術普及方法匠ついて

（応） 試験研究機関の説明

独立後 10年で ，大学の嬰学部代ついて見れば欧米の教授から現地出身の教授への新旧

交替の時であり，新しい段階の切り変りの時である。マダガスカ ル共和国では行政は現

． 

地出身者侭よって行なわれているが，試験研究機閲匠はそのまま残っておる。 リャムン ・
グの試験場はもとはコーヒー試験場であっ たが ，NorthernResearch Center の

一部を統合して嬰業全般9て対する研究試験を行なうよう匠改組されたが，普及訓練事業

も重要視され，その名称も Research and Training Instituteとなっておる。

（質） 現地写真の中忙「グレープフルーツが有望」といわれていましたか ，他の柑商類の可能

性はどうか。

（応） オレンジ ・タンジェリン ，ライムがよいといっている，レモンは向こうでは酸味がなく

なる と言っていた。現在生産している果樹類は相当古い時代侭入ったものであるから ，

新しい品種を入れる必要がある。
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（質） 中共が鉄道建設援助の実絞を足場花農業開発援助た乗り出す事の可能性花ついて

（応） 中共の事を向こうで質問する市はタプーのようで同時花彼らだけの単独行動をとり接触

する機会はなか った。聞いた話しでは，水稲の増産を図ったが失敗代終ったとのことで

ある。その理由は河川が氾濫し，また移植後の水管理が悪かった由である。

（質） コーヒー生産はエステートが主か．住民（悶民）生産との比率は。

（応） 比率ははっきりしないが，両方ある。ただし，現在は上地は国有化されているから，こ

れは国有化前の姿である。国有化前のエステートの経営者は英国人や印度人などであ っ

たがほとんど手を引いており，協同組合花よって経営されている例が多いのではないか。

私の感じではあるが，面漬的化は旧エステートのものが多いのではないか，しかし一般

家もパナナとの混植の形でコーヒーが相当入っている。

（竹） 高地で紅茶の栽培はないのか。

（応） ケニア化はお茶があるので，関心をもっていたが，ここ化はなかった。聞いてみたとこ

ろでは，ザンピア忙近いイリンガ，ウンベア等の標高 4,0 0 0~5,000 feetの

h i gh e r l and (IC相当あるようである。

（貿） 低地で油ヤシ ，ココヤン等の生産は見られないのか。

（応） 今回の調査範囲は限定されており ，キリンマンジャロの低地はサパンナが主体をなして

おった。

．
 

（質） 各部族間の宗教の種類及び闘争の原因，

（応） はっきりわからないが．チ ャガ族地帯ではキリスト教が主体をなしておる。部族の数と

しては国全体で 13 0位あるとのことである。キリスト教が多いことは事実で ，次は回

教であるが養豚かかなりあるので回教徒は多くないのではあるまいか。

（質） Lower landの土嗅潟造及び底盤の有無と地下水の動き。

（応） Dam の下流代ある沖積平地で涸査した土函構造の 1例を簡単にいうと ．下屈土は明瞭

な柱状構造で非常匠硬<,山中式の硬度計で測ったところ 50以上の数値を示したが．

非常匠乾燥しておった。結局この下層土の柱状構造はゾロネッツ (black alkali) 

の特徴を示すものと解され．それが Iowe r I andの地帯化相当分布しておると思われ ，

そういう所がPH8 -9で硬度が 50より高い。ハードパンといわれるものは，見た範

囲では見つからなかった。なお，前述の沖積平地で ，土嗅の断面を調査したが，この地

点では 2米掘っても地下水位は見当らない。ただし図面上忙季節沼地（ Seasonal

Swamp )の記号がある所があり，これは何を意味するか ．興味があったが ，時間の関
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係上誨査することが出来なかった。察する(IC'雨期の湛水地域で，地下水位は常時高い

もの と推定される。

（質） ジャージー牛はどの程度の乾燥地帯花導入しているか。

（応） 今のところここでは比較的多雨地帯匠入 っている。 キリマンジャロの南西斜面，これは

わりあい匠乾いたところであるが，現忙入っている。

（質） 養蚕匠おいて桑の葉と栽培方法

（応） 養蚕の事は具体的たわかりかねるが ，日本からもってきている一の瀬がよく生育してい

る事は事実です。同峙たプラック ，ィンディアンといわれている在来の桑がホテルの庭

とか住居のかきね花つかわれている。在来の桑の木の来暦は日本か，またはイタリアか

ら入ったものらしい。一の瀬を植えた当時は試険楊が管理していたが，その後試験場が

移転したため匠自然放任の状態忙ある。

（質） I owe r I and及びマサイの遊牧地の土地所有はどうなっているのか。

（応） 土地の所有権はなく全部国有である。国有化されたのは 2年前で，土地と Eなる家屋は

国有化されている。土地の利用権はあっても所打権はない。従って，七地の相続の楊合

たは利用権の分譲ということ花なる。以前は上地祈有V(2形体があった。その 1つは

Ki hamba Landでコーヒ一，パナナの永年作物や永住家屋のあるところ。その 2は ，

Shamba Land i/ャンパーランドで未だ永住地陀なっていないが短期作物のあるとこ

ろで ，これはもともと上地の所有践念のないところてをる。

先ほど畜産のところで肉牛の事をあまり述べなかったが，実は昨年マダガスカルヘ行っ

たのですか，マダガスカルは人口 70 0万人のところ（C牛がI.()00万頭以上もおり，牛

の島とも言われておりますが，これは飼われている動物ではなく，放牧一点ばりで，と

うもろこしなどの飼料を与えるという習慣は全くない。

（質） どの様な形で肉を処理しているのか。

（応） マダガスカ）レの場合 ，渇殺の公営施設はあるが，密役も相当ある，したが って碩数の場

合 ，農林省が適当な数を言うわけである。

牛匠対しては嚢厚飼科をやるという習慣はマダガスカルでは全くない，従 って培殺前に

肥育するということもなく，僅か侭肥育の試験を始めた段階匠過ぎない。世銀の借款事

業で， 19 6 8年匠国営牧場を開設し，何んとか手を打とうということ で，ゼプ種の改

良のため陀アメ リカからプラーマン種を入れ ，Stytosanthes, Brach1ar1a, 

Napier grass等の牧草も栽培している，在来のゼプー牛は 6年ぐらいたっても僅か
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陀40 0 kg程度で，南米，プラジル等の成体重の半分程度である。

（質） 今タンザニアから肉役輸入しているがそのうちいずれその様な産地を設けるといってい

るがOTCAが入っているのか。

（応） 2~3人入っている。

（質） 乳牛がかわれているというがどういう形で搾乳しているのか，消費しているのか。

（応） 多くかっている人で 3~4頭，搾乳は勿論人力でしぽりパケッ忙受ける。ミルクプラン

トの構想はこれからである。この様な方向で考えようというので，キリマンジャロのデ

ィリープロダクト化おいて多頭飼育はこれからである。

（質） 衛生面での問題

（応） 一種のSocietyがあり，その上妬Diere tor がおり，市乳のめんどうをみている。

公忍という形ではなく會 Society侭よって管理している。

（質） アIレファルファは年匹何回ぐらいかるのか，

（応） はっきりしたことは言えないが，生育の良いのは 1カ月VC1回，年平均少なくとも 5~

6回以上乾期化灌漑をどうするかということか問題である。

（竹） チャガ族の平均経営規模は小さいかこれは国全体農家規模ではどの位のランキング化入

るのか。

（応） 大中小と分けると一番小さい規模である。モロゴロ附近で聞いたのであるが， 5~ 1 0 

エーカー程度とのことであった。

以上

（文貞在財団）
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面積．人口，人口密度

（昭和 45年理科年表匠よる）

総面栢 人 口
人口密度
(1KM2当り）

ha 人 人

Tanzania 941)00,000 l 2J 70,000 l 3 

K1 I imanj aro Region 1,320,000 650,533 49 

Kenya 58,300,000 9.9 50,000 I 7 

Uganda 23/j 00,000 7.9 301)00 34 

Eth1opi a 122,200{)00 23,,160,000 1 9 

Zamb 1 a 75,300000 3£) 5000 0 5 

日 本 36,900,000 98.~25,000 2 6 6 

長 野 県 1,358,000 1.98 5{)0 0 l 4 4 

北 海 迅 7.850,000 5,170.000 66 

l :弟 44次嬰林省統計表化 よる

耕地面積

ha 
2976000 3 

1,696,00U 2 

4888!)002 

12525{)002 

1!3 230002 

5938000 I 

I 760001 

961.300 I 

2: FNJ: Production year bo0k (arable land and land under 

permanent crops) I 9 6 8年．：よる。

耕地率

％ 

32 

29 

2 1 

l O 2 

2.6 

1 6.1 

130 

l 2 2 

3: Estimated Agricultural Production Acreage, Tanz;rn1a, I 9 54年

匠よる。

.11 Tanzaniaの人口増加率＝2.5 96 / ye a r. 

1,}一

． 

． 



アフリカの主な地点の雨紅及び気混

地 名 国 名 緯度 経度 標 高 年雨祉
年平均

備 考
気温

6 ゚52 S 39 ゚I 6 E 
m lll露

2 5.7 ̀C Dar es Salaam Tanzania 58 1,022 印度洋岸

Tabora ＂ 5 ゚5 S 32 ゚50 E 1.190 882 2 32 内 陸

Nai rob1 Kenya l ゚18 S 36 ゚4 5 E 1,798 9 26 1 7.5 I 

l¥lhmb as a ゜ 39 ゚3 7 E 印度洋岸’ 4 2 S 55 1,1 6 3 2 6.4 

・Mogad1sc10 Soma I I a 2 ゚2 N 4 5 ゚21 E l 0 429 270 “ 

Entebbe Uganda 0 ゚3 N 32 ゚2 7 E 1,1 4 6 1,5 7 4 21 5 内 陸

Add 1s Abeba Eth1op1a 9゚ oN 38 ゚4 4 E 2,360 1,237 l 5.8 ＇ 
Be i r a M>zanb1 gue 19 ゚50 S 34 ゚51 E 8 J,5 2 J 2 4.7 印度洋岸

Lusaka Zambla 15 ゚25 S 28 ゚1 9 E 1,2 7 9 8 36 20.6 内 陸

Port South 33 ゚59 S 25 ゚3 6 E 

゜
6 4 l 1 6.8 印度洋岸El igabe th A.fr1ca 

Port Sudan Sud an 19゚35NI 37 ゚1 3 E 2 1 I 0 283 紅海岸

Khartoum ＂ 15 ゚36 N 32 ゚3 3 E 380 l 6 4 2 8.7 内 陸

Ca 1 ro Arab 29 ゚52 N 3 10 2 O E 139 25 2 l.l 地中海沿岸

Alger Algeria 36 つ-t3 N 3 ゚1 5 E 25 6 91 1 7 3 地中海岸

・
3 

i° 40 W 太西洋岸Cassablanca Morocco 33 34 N 58 4 23 1 7 6 

Dakar Senegal 14 ゚4 4 N 1 7 ゚30 W 23 578 2 4.3 ， 

゜ 7 ゚2 7 E 内 陸Kaduna :'Ii ge r i a 10 36 N 646 1,273 250 

Stanleyville Congo 0 ゚31 N 2 5 ゚1 1 E 4 1 5 1, 7 6 l 253 ” 
a 

3 0 5 6 W 柚 1d Jan Ivory 5 15 N 1 6 2,144 2 6.5 太西洋岸

゜ 9 ゚2 5 E L1brev1 lie Gabor, 0 27 N 1 0 3,120 2 6 0 ， 

Cape Town South 33 ゚58 S 18 ゚3 6 E 

゜
526 15.9 II 

Af「 1ca

(l 9 7 0年理科年表侭 よる ）
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年 雨 ヨ の 解 析

地 名 国名 緯度 I標 高 II年雨 備 考

A. 2J) OOH以上

n

y

 

O

r

 

b

o

 

a

v

 

G

I

 

e
 

i

n

 

v

a

 

e

.J
 

r

d

 

b

i
 

i

b

 

L

A

 

0'  

0 2 7 S 

0 ' 

5 15 N 

m
 0

6

 

l

l

 

mm 
2,1 20-1太西洋岸

2,1 4 4 I • 

B. 1,.500~20001111 

Stanlayville / Congo 

Ent e be Uganda 

Be i ra 

N

N

 ＇
 

＇ 1
3

 

3
 

0

0

 
0

0

 

゜Mlzanbigue J 19-501S 

5

6

8
 

l

4

 

4

1

 ，
 

ー

1.1 6 1 I内陸

1,574 

1,s 21 I印度洋岸

． 
C.11) 00~l{J 0()t黒

Kaduna I Nigeria 

Addis Abe ba I Eth Io p I a 

Mombasa I Kenya 

Dar es Salaam I Tanzania 

6

0

5

8
 

4

6

5

5

 

6

3

 ，
 

2
 

N

N

S

S

 

＇，

＇

，
 

6

0

2

2

 

3

5
 

0

0

 

0
 

0
 

0

9

4

6

 

1
 

1,273 I内陸

1,237 I,  

1.1 6 3 I印支洋岸

1,022 I• 

D.500~1,000m 

Nairobi 

Tabora 

Lusaka 

Alger 

Dakar 

Port Elizabeth 

Cape Town 

Kenya 

Tanzania 

Zambia 

Algeria 

Senegal 

South 
Afrrca 

s

s

 

9

,
 

8

5

 

ー
0

0

 

l

u

3

 

S

N

N

S

S

 

9

1

,

'

 

＇ 

5

3

4

9

8

 

2

4

4

5

5

 

0

0

0

0

0
 

5

6

4

3

3

 

J

3

1

3

3

 

l, 7 9 8 

),] 9 0 

1.279 

25 

23 

0

0

 

9 2 6 I内陸

”
”
 

2

6

 

8

3

 

8

8

 

6 9 1 I地中海岸

8

1

6

 

7

4

2

 

-3

6

5

3

 

太西毎岸

仁［J度洋岸

太西洋岸

． 
E. 20応 50011!肩

Cass ab I an ca I Morocco 

Mogadiscio I Soma I ia 

0'  

3 3 3 4 N 

2 ゚ 2 ＇ 

58 

l 0 

4 2 3 I人西洋岸

429 国］度洋岸

F. 2 0 Q11t111以下

Port Sudan I Sudan 

Kha r I sum 

Ca I ro Arab 

O I 

19 3 5 

0 I 

I 5 3 6 N 

o,  
2 9 5 2 

2

0

9

 

8

3

 

3

1

 

1 1 o I紅海岸

1 6 4 I内陸

25 1地 中海
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講師略歴 （講義順 ）

江 原 薫

明治 40年 1月22日生

昭和 9年 東京帝国大学閑学部腹学科卒業

昭和 I0年 北海道牒業試験場勤務・飼科作物の研究

岨和 l4年 長野県閑事試験場，農林省指定ホップ試験地

岨和 19年 九州大学濃学部助教授 作物学 ，飼料作物学． 昭和 34年 九州大学農学部教授 栽培学，飼料作物学

昭和 45年 九州大学定年退官

昭和 45年 九州大学名営教授

昭和 45年 日本グリーンメンテナンス会長，芝生研究所長 現在花至る。

佐 藤 幸 平

昭和 2年盛岡高等閲林学校卒，殷林省腹業試験場，鴻果 3年，大曲 13年，岩手県嬰業試験場2

年，新潟県嬰業試験場 2年 ，石川県屈業試験場長 5年，歴任の後，アジア協会派遣，カンポジア

3年， OTCA派逍 印度 5年 ，ラオス 3年，水稲育種・デモ ンスト V ーンョン嬰場冗従!JI'.'昭

4 4年より U本工営株式会社顧問，固社イラン大型啜欣化嬰場 2年，昭和 I6年 I0月帰国 ，視

在匠至る。

． 
最 上 章

昭和8年九州大学腹芸化学科卒 ，満州国開拓総局勤務，北満の産業l開発及びアルカリ七慢地帯の

開発調査。 22年帰国，農林省股地局計画部匠勤務 ，開拓改良事業計画立案， 32年九州閑政局

計画部長， 33年東西バキスタンvc出張 ，悶業開発の技術協力案作成 ，3l年～ 37年海外移住

事業団凋査役。プラジル 、パラガイ勤務， 38年全国農業購造改善冶会指＃部長，コンサルタン

ト担当， 44年日商岩井KK開発本部勤務。この間，インドネシア，フィリッヒン，イラン，マ

ダカスガル ，外各地の凋査と開発計画匠参画，
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